
アポロ１１号月面着陸５０周年

１９６９年７月２０日、アポロ１１号が人類初の月面着陸に成功しました。今年はそ

の５０周年となる記念の年です。ということで今回はＮＡＳＡが公開している当時の画

像（*１）とともに、アポロ１１号について振り返ってみることにしましょう。

１．打ち上げ

アポロ１１号は１９６９年７月１６日、ケネ

ディ宇宙センターから打ち上げられまし

た。乗っていたのは、司令官のニール・Ａ・

アームストロング船長、司令船パイロットの

マイケル・コリンズ氏、月着陸船パイロット

のエドウィン・“バズ”・オルドリン氏の３名の

宇宙飛行士です。アポロ１１号のおもなミ

ッションは、月面着陸を成功させ地球に戻

ることでした。さらに科学的探査として、太

陽風をとらえる実験や、月での地殻変動

を調べる地震計の設置、地球と月の距離

を調べる月レーザー測距反射板の設置と展開、地球に信号を送信するテレビカメラ

の配置など、多くのミッションがありました。

２．月面着陸！

打ち上げから２時間４４分４５秒後、ア

ポロ１１号は月周回軌道へ投入されまし

た。その後、アームストロング、オルドリン両

飛行士は月着陸船（ＬＭ）「イーグル」に移り、

１９６９年７月２０日２０時１７分（ＵＴＣ）、

月への着陸を成功させました。着陸した

場所は「静かの海」で、着陸地点は「静か

の基地」と命名されています。まずアーム

ストロング船長が７月２１日２時５６分（ＵＴＣ）

に人類で初めて月面に降り立ち、１９分後

にオルドリン飛行士が続きました。この時にアームストロング船長が残した「個人にとっ

ては小さな一歩だが、人類にとっては大きな飛躍だ」という言葉は、あまりに有名ですね。

２人は２１時間３６分の間月面に滞在し、写真撮影をしたり、地震計を設置したり、
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岩石のサンプル採取なども行って、再び月を周回

する司令船「コロンビア」へ戻りました。そして、７月

２４日に地球に帰還、太平洋へと着水しました。

当時の写真が図５で、左からアームストロング船

長、コリンズ飛行士、オルドリン飛行士です。ちな

みに、当時の３人の年齢は３８～３９歳。今の筆

者とほぼ同い年・・・！比べるべくもありませんが、

うーん汗

３．月面着陸を成功させたコンピュータＡＧＣ

アポロ１１号には、アポロ誘導コンピュータ（Ａｐｏｌｌｏ Ｇｕiｄａｎｃｅ Ｃｏｍｐｕｔｅｒ：ＡＧＣ）

が登載されていました。ＡＧＣのＣＰＵクロック周波数（計算処理速度）は２.０ＭＨｚ、初

代ファミコンは１.８ＭＨｚなので、よく「アポロ１１号のコンピュータは初代ファミコンレベ

ル」と言われます（ちなみにｉＰｈｏｎｅ７は１０００倍以上の２.３ＧＨｚ）。もちろんクロック

周波数だけでコンピュータの性能を比較することはできませんが、現代の私たちにとっ

ては驚くほど「小さなコンピュータ」で月に行ったわけです。でも、そのＡＧＣには当時

最先端の技術が数多く盛り込まれていました。例えば、集積回路（ＩＣ）もそのひとつ。

そして、３６Ｋワードのコア・ロープ・メモリ。さらにソフトウェアという概念も、当時としては

最先端のものでした。ＡＧＣに搭載されていたソフトウェアは、ＡＧＣアセンブリ言語で

書かれており、全自動で月面着陸まで行うことも可能でした。実は、そのプログラム

コードは現在、ＧｉｔＨｕｂで公開（*２）されており、誰でも閲覧することが可能です。コメント

行を見るだけでも結構おもしろいですので、ぜひ、ご覧になってみてください。

★原典：
（*１）ＮＡＳＡサイト：ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ.ｎａｓａ.ｇｏｖ/ｍｉｓｓｉｏｎ_ｐａｇｅｓ/ａｐｏｌｌｏ/ａｐｏｌｌｏ-１１.ｈｔｍｌ
（*２）ＡＧＣプログラムのソースコード：ｈｔｔｐｓ : //ｇｉｔｈｕｂ．ｃｏｍ/ｃｈｒｉｓｌｇａｒｒｙ/Ａｐｏｌｌｏ-１１
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図４．アームストロング船長が撮影した月面とアポロ１１号
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